
　カジノ法案に反対します！　
　当会が反対してきたカジノ推進「特定複合観光施設（ＩＲ）」法案は自、公、民、維、み、生活の６党によるＩＲ議連（今では２００名ともいう）の下、年内にも法案が提出されると伝えられます。
この法案は、まずＩＲ推進を決めること、そしてその実施のために実施法を決めるという二段構えをとることで、①民間業者に賭博の開帳を認めるという刑法の一般原則を特別法で事実上覆す本末転倒、②誰がカジノ開帳権を誰に与えるのかという省庁と業者双方の利権認定と規制管理の「しのぎ」、③犯罪から脱税までのアウトローの取締り、④ギャンブルによる弊害（依存症から教育環境、教育理念まで）等々の解消にわたる諸問題を先送りにするものです。また、東京、大阪から北海道、沖縄まで３０近い候補地の優先度と限定、さらにＩＲの要件さえ未確定で、そこに税金を投入して良いか、どう投入することで許されるか等もほとんど先送りされるのです。もちろん、ミニカジノたるパチンコとの関係やパチンコそのものの規制も絡みます。
しかるに、重要な内容、対策、課題の処理がほとんど審議されずに、利権に群がらんと議員が２００人近くも名乗り出ているのです。
そして、この利権をめぐるビジネス（建設、ホテル、レジャー、カジノを含む事業）では、鹿島ら大手ゼネコン、大銀行、三井不動産ら不動産業者、セガやコナミらギャンブル機メーカー、マルハンらパチスロ店、三菱や伊藤忠ら商社、電通ら広告会社、ＨＩＳやＪＴＢら旅行会社、フジテレビらメディアなどが遅れてはならじとばかりに参じています。また、ラスベガスのウィンリゾーツやＭＧＭの他、香港、マカオ、オーストラリアのカジノ産業が目ざとく動いています。
　これらの動きをみると、２０１４年はいよいよ「カジノ決戦」の年ということが判ります。
　私たちは強く反対します。
◇◇　会員の皆様へ　カジノについての御意見募集　◇◇
上記のとおり、今回、国の機関や地方自治体ではなく民間企業による公認ギャンブルがいよいよ本格的に導入されるかどうかという局面にあります。
パチンコ・スロットの現状は賭博ですが、取締官庁である警察が自らの利権領域としていることもあって、隠れ蓑（三店方式）をとらせて｢賭博｣でない｢遊技｣の範囲としています。しかし、カジノは民間業者がやることで全国の地方自治体も税収が増えればと誘致に賛成するところが多いのです。
カジノ導入に対し、私たちはギャンブル依存症を生むという反対論を掲げていますが、その害はそれにとどまるでしょうか。
新年１月号に掲載したいと思いますので、是非皆様の御投稿をお願いします。【〆切12月25日】
宝くじオンブズ
　サマージャンボに続いて、オータムジャンボ宝くじが1等前後賞合わせて3.9億円として1枚300円で全国販売され、今度は全国自治体による1等7億円の年末ジャンボ宝くじが販売中です。
これらは宝くじ法の販売権と全国市町村が都道府県に委託し、現実には都道府県、政令市宝くじと同様、みずほ銀行に発行から販売、当せん金処理を委託しているもので、その収益金の約40％が全国市町村に入るようにしたものです。
　そして、その配当は原則県内市町村ごとの売上で決まる（地方町村への調整もある）ので、各県ごとの宝くじ市町村振興会は「宝くじは○○県内で買いましょう」と宣伝しています。要するに、弱者貧乏人の税金といわれる宝くじの拡大広告です。
市民らが1枚300円のくじを買えば、その4割強から当せん金が支払われます。しかし、これは1枚で億という高額当せん金も加えた割合であり、実際にはほとんどの市民らは当たらない「空くじ」ということです。そして、みずほ以下業者らは売上の12～13％を取ってしまうのです。
　オータムジャンボでは、収益金は明るい町づくり、環境対策、高齢化対策など地域福祉に使われるので、お住まいの地域の収益金増収のために県内で購入しようというビラが市町村公報誌と共に配られたりしています。これらを行う県市町村振興協会は、トップに市・町・村の代表クラスを代表役員に置き、実際のマネジメントは全て宝くじ担当の天下りか出向や業者が行います。そして、各市町村への配分金はホームページでも公表されず、それを受けた市町村ごとの売上や収益配分は市町村のホームページでも判らないのです。
　結局、多くの市民は住まいより大都市の勤め先、買い物先に多い売場で買うので、貧者の宝くじの金はより都市部へ流れることになります。
　なお、これらの収益金の一部から市町村への貸金業務がされたり、職員研修補助に廻されています。利息1％で貸金業をしたり職員研修に流用されたりするのは宝くじの隠された側面です。
　「地域の福祉」だのといって大衆を誤魔化し、オータムジャンボでいえば13本も3.9億円が当たるかのように宣伝して1枚300円の宝くじを売るのは詐欺的です。3.9億円当せんは連続して3枚900円買って、しかもその真ん中が3.3億円の1等の場合に限られるのですから。900円買った人の中でも3人に1人、すなわち3000万人に1人以下となります。それに、30億円分（1枚300円で1000万枚）のうち3.3億円が1枚、3000万円が2枚というのだから、3.9億円当たるなど隕石に当たって死ぬよりも確率が低いのです。1等が13本当たるというのは390億円分売れた場合のことです。
　宝くじは庶民の夢ということで、現状では生活保護受給者も「夢」を買い、1000円2000円と浪費します。逆に当せん金配当を7割以上にすべきという声もあります。宝くじ発行は莫大な収益金をリスクなく得る方法であり、税や借金のように世の監視や批判も受けないから拡大しているのです。消費税より遙かに大衆収奪なのです。不正や悪は続きます。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
会報Ｑ＆Ａ
Ｑ．ギャンブルオンブズマンの会報は何回発行されたのですか。
Ａ．2012年3月の創刊号以来、2013年12月の本号で18号ということになっていますが、実は2012年12月7日に臨時号（2頁）を出しています。従って、正しくはこれまでに19回となります。
　　会報は順次会ブログに掲載しておりますので、バックナンバー等はそちらからご覧下さい。
→→　会ブログ：http://gambl.seesaa.net/
パチンコメーカーの“洗脳”宣伝
　近時、車内吊り広告にパチンコ・スロットメーカーの機器名らしいものが目立つ。ハリケーン爆走
宇宙戦艦ヤマト（藤）、必殺仕事人、銭形平次、仮面ライダー、冬のソナタ（京楽）、北斗の拳、ポン娘ロイド（セガサミー）、創聖のアクエリオン（SANKYO）、海物語（三洋）、エヴァンゲリオン（フィールズ）などである。
これらはパチンコ機メーカーが次々にニューモデルを開発し、新機種で客を引こうとする店に売り込むためで、この広告を見る客にパチンコ機を売るものではない。
視聴者に買わせない物の宣伝をして、営業するのはパチスロ機メーカーぐらいか。これは、パチンコ客の拡大とパチンコ遊びの気がつかないうちの“洗脳”広告とでもいう他ない。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
目と耳　～安倍とカジノ企業～　パチスロ企業のサミーとアミューズメント企業のセガが2004年に統合して以来、セガサミーの代表取締役、会長、ＣＥＯを兼任、現在はサミーのＣＥＯでフェニックスリゾート（シーガイア）の会長もするのは、文字通りのトップ里見治（はじめ）氏である。
雑誌『選択』平成25年10月号や『サンデー毎日』12月1日号によると、この9月16日、東京都内のホテルにおいて里見会長の娘の結婚披露宴が開かれた。これに出席した小泉、森元首相ら来賓を抑え、安倍首相が主賓として挨拶したという。安倍首相は里見会長の息子の結婚披露宴にも出席していたというから、パチスロの里見会長とのパイプが太いといえる。娘の夫は経産省の若手キャリア官僚という。里見会長が政治家ともつながり、経産省とのパイプを持ちたい縁組みということになる。この日は他に、甘利経済相、下村文科相、太田国交相、野党から民主の前原、みんなの渡辺、維新の平沼も出席していた。こんな宴は娘よりも親と企業と官僚・政治家の縁を強くする「差別の宴」である。娘の結婚は、ギャンブルカジノと金の縁がギラギラしている。
　安倍首相は、ゼネコン、財界、そしてお台場のフジテレビ日枝久会長の要望を受けてカジノ特区を進めているが、その中にパチスロ、フェニックスリゾートを運営しカジノ進出を企図しているセガサミーの里見会長まで加わった利権複合が現在進行しているのである。
　口　　若い者が年配の人に対等にものを言っている映像を見たアナウンサーが「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・),タメ口)でしたね」と言った。「タメ口」とは何かと思い、広辞苑など国語辞典で調べてみるもない。結局、パソコンで調べると元々はバクチのサイコロのぞろ目（同じ数字）をタメといい、同等、対等のことで1960年代不良若者の用語から使われ始め、1980年代以降は一般人も使っている。今では若い普通の女の子も、同じ年とわかると「タメEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どし),年)やネ」などと言うようである。
　このようにアウトロー、ヤクザ、不良の語が普通人の言葉になったものは他にも多い。以下、語源由来辞典によると、「一か八か」「思うつぼ」「裏目に出る」「一点張り」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つつもたせ),美人局)」「おしゃかになる（裸にされること）」「鉄火巻（賭博の鉄火場で簡単に食べられる）」など驚くほど多い。


１．「依存症問題対策全国会議」入会報告
　　10月30日、ギャンブルオンブズマンは「依存症問題対策全国会議」に入会しました。
この会議は、我が国の主たるギャンブルであるパチンコを止められずに多重債務を繰り返す人が多いという現状に、この問題を個人の自己責任と切り捨てるのではなく、多重債務状態に陥った原因としてのギャンブル依存症対策に取組むことを目的として、２００８年に設立された団体です。
ギャンブル依存症やカジノ問題についての集会や講演等を精力的に展開し、会員向けメーリングリストでは刻々と情報を提供しています。カジノ導入の動きなどその情報量は大量で、逐一全てを当会員の皆様方にお伝えするのは難しいところですが、当会報でも適宜取り上げて御紹介していきたいと考えています。（会議に入会希望の方があれば御紹介しますのでご連絡ください。）
２．【参考】カジノ・パチンコ・公営競技等情報掲載先
・日経新聞他各紙報道（ホームページ等から記事検索）
・厚生労働科学研究成果データベース（http://mhlw-grants.niph.go.jp/index.html）
　　平成２３年までのギャンブル依存症の研究報告を掲載
・木曽崇氏（国際カジノ研究所所長）のブログ（http://blog.livedoor.jp/takashikiso_casino/）、　ツイッター等
・パチンコ･パチスロ百科事典「パチムラ」（http://www.pachimura.com/）
・カジノトラスト（http://casinotrust.jp/）
・ＹｏｕＴｕｂｅ
「カジノの町は今－韓国・江原道」（http://www.youtube.com/watch?v=16susIPB-48）
江原ランドの悲惨な現状
　　「マカオのカジノの現状（2007）」（http://www.youtube.com/watch?v=eIDRTb9p3BY）
自国民に及ぶ弊害
　・ＧＡ日本（ギャンブラーズ・アノニマス）のＨＰ（http://www.gajapan.jp/）
　　　　ギャンブル依存症本人のための自助グループ
　・ギャマノンのＨＰ（https://sites.google.com/site/gamanonjapan/）
　　　　ギャンブル依存症者の家族や友人のための自助グループ
　・社団法人日本遊技関連事業協会のＨＰ（http://www.nichiyukyo.or.jp/index.php）
　・パチンコチェーンストア協会（ＰＣＳＡ）のＨＰ（http://www.pcsa.jp/）
　・その他、パチンコ機メーカー、業界各社のＨＰ
　・競馬、競輪、競艇（モーターボート）、オートレースのＨＰ
　・宝くじ、ｔｏｔｏのＨＰ･･･当会でも追及の多いところ、今も不当表示の宣伝を続けています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．第３回泉佐野市政について語るつどい「カジノ誘致を考える」開催のお知らせ
　　りんくうタウンにカジノ誘致をすすめる泉佐野市政について検討する集いが開かれます。井上が講師として参加します。申込み不要、どなたでも御参加下さい。
　　日時：１２月１５日（日）開場１３：３０　開会１４：００
　　場所：泉佐野市立生涯学習センター・多目的室　　　☆入場無料（会場でカンパを募ります）
ギャンブルオンブズマン


（ギャンブル依存症を生む公認ギャンブルをなくす会）
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当会は財政上は専らカンパで成り立っています。


会費・カンパを下記口座までお願いします。


記


りそな銀行　北浜支店　普通０１１５７１９


口座名義：ギャンブル被害をなくす会





事務局だより
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